
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

  

兵庫県内の社協ワーカーが考えた 

つなぐ・生み出す・元気になる！ 
 

ボランティア・ 

コーディネートの秘訣 
 

社会福祉法人 兵庫県社会福祉協議会 

平成 24 年度「兵庫県内市区町社協ボランティア・市民活動センター連絡会議」報告書 



 

 

 

  

平成 24 年度「兵庫県内市区町社協ボランティア・市民活動センター連絡会議」報告書 



 

 

 

 

 

本書の読み方        P.1 

 

テーマ１ 当事者のボランティア活動と 

ボランティアコーディネート   P.5 

 

テーマ２ 本人らしい生活支援と 

ボランティアコーディネート   P.13 

 

テーマ３ 若者活動支援と 

ボランティアコーディネート   P.23 

 

テーマ４ 地域の生活課題に接近する 

ボランティアコーディネート   P.29 

 

テーマ５ 過疎化が進む地域での 

ボランティアセンターのあり方  P.35 

５つのテーマ別 コーディネーターの流儀のまとめ   P.44 

 

平成 24 年度 市区町社協ボランティア・市民活動センター 

連絡会議の経緯     P.46 



 

 
 

１ ５つのテーマ設定の理由 

 

「ボランティアが高齢化して増えない」 
 

「対人関係をつくるのが苦手な人からボランティ

ア活動希望の相談が増えてきた。その人に合っ

た活動コーディネートが難しい」 
 

「福祉専門職によるボランティアの安易な『活用』

が目立ってきた」 
 

「社協ボランティアセンター（以下、ボラセン）が

知られていないみたい」 

 

こうしたボランティアコーディネーター（以下、

コーディネーター）が“課題に思っていること”を出

し合ったのが、平成 24年度ボランティアセンター連絡会議の第 1回目でした。課題別に５チームを編

成、年間 4回の会議で継続して議論した結果をまとめたのが本書です（経緯は P46 をご参照くださ

い）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

１ 当事者のボランティア活動とボランティアコーディネート 

２ 本人らしい生活支援とボランティアコーディネート 

３ 若者活動支援とボランティアコーディネート 

４ 地域の生活課題に接近するボランティアコーディネート 

５ 過疎化が進む地域でのボランティアセンターのあり方 

 

５ つ の テ ― マ 設 定 



 

２ ５つのテーマのつながり 

 

この５つのテーマ。バラバラに見えて、実はちゃんとつながりがあります。 

 

つなぎ目になるのは、社協ボラセンの使命です。社協ボラセンの使命は、「『当事者のエンパワメ

ント支援』、『住民・市民のエンパワメント支援』、『地域のエンパワメント支援』によって、

ボランタリーアクションを促進し、福祉のまちづくりの力にすること」です。ボランタリーアクショ

ンというと聞きなれないですが、ボランタリーな力で望ましい社会を創造すること、変革することです。こ

れは社協そのものの使命でもあります。 

 

５つのテーマは、働きかける対象別になっていますが、すべてこれらの使命に向かったテーマです

（次のページの図を参照）。 

 

では、社協『ボラセン』固有の価値は何でしょうか。一つは、先駆性・開発性があるかどうかです。

制度のあるなしや、課題がマジョリティのものかマイノリティかに関わらず、地域の課題をキャッチし、解

決に向けて行動できてこそ、ボラセンというセクションが社協で生きてきます。 

 

これを指して、最終回の社協ボラセン連絡会議で、ある参加者からは、「社協ボラセンは、地域社会

と社協組織における『アンテナショップ』！」という意見も出されました。アンテナショップとは、いち早く消

費者の反応をキャッチして、商品開発に役立てる店舗ですが、社協ボラセンもボランタリー活動を通し

ていち早くニーズをキャッチし、必要な活動や仕組み開発につなげる役割があります。 

 

もう一つ、社協ボラセンならではの役割で期待されているのが、ボランティアのやる気を含めた資源

をつなげて、課題解決や地域社会づくりの力にすることです。人と人のつながりが実感されにく

く、社会的な孤立が社会問題になる今こそ、また、さまざまなテーマ別のボランティア活動や福祉活動

が生まれ、充実してきた今こそ、あらためて「つなぐ」役割がとても貴重になっています。 

 

先駆性・開発性と、資源をつなげて大きな力を生み出すこと。 

この２つの役割を発揮するボランティアコーディネートの秘訣が、本書に詰まっています。 

  



 

当事者・住民・市民のエンパワメント 地域のエンパワメント 

５つのテーマは先駆的・開拓的に対応しなければいけない 

社協ボラセンの今日的な役割です！ 

 

  

視点・論点３ 

若者Ｖ支援 視点・論点１ 

当事者の社会参加 

視点・論点２ 

当事者の生活支援 

視点・論点４ 

地域の課題把握 

視点・論点５ 

過疎地域のＶ 

社協ＶＣの役割・立ち位置は 

◆人と人、やる気、気持ち、お互い様などを集め・つなげる役割 

◆行政・企業・ＮＰＯなど、住民から信頼を得るための大切な入口 

◆ニーズも資源も何でも集まってくる・知っている 

◆社協ボラセンは地域福祉のアンテナショップ・触覚の機能 

◆出会い・つながり・元気になりに来るところ 

◆夢をかなえるところ 

（平成 24 年度 第４回 社協ボランティア・市民活動センター連絡会議の議論より） 



 

３ 本書の読み方 

 
本書の各テーマの構成は、つぎのとおりです。議論してきた県内社協ボラセンコーディネーターの実

践例も交えて解説しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本書は、日々のボランティアコーディネート業務の指針として役立てることをねらいとして

います。理念だけでなく、現場の実践とそこから見出された知恵を盛り込んだ指針として、ぜひご活用く

ださい。 

また、ボランティアコーディネート業務だけでなく、社協職員業務に役立つヒントがたくさん含まれてい

ます。新任職員をはじめ、是非とも多くの県内社協職員に読んでいただきたいと考えています。 

 

さあ、関心のあるテーマからぜひ読みすすめてください！！！ 

 

 

 

  

 
◆一年間を通して同じテーマで議論を深め

ることができ、グループ内の人達と情報交

換ができた。 

 

 

◆研修で参考になる取り組みがいくつもあ

った。 

 

 

◆顔見知りが増えてつながりができたのが

大きな成果！ 

 

 

◆顔なじみのコーディネーター仲間ができ、

本当に力強かった。 

 

 

◆テーマごとの進め方はとても良く、頭がフ

ル回転するぐらいに考えたのはいい刺激

になった。ただ、もう少し時間と導入を丁

寧にすることが必要かな。 

（会議出席者の声） 

 

１ コーディネーターの悩み 
 

２ 悩みに効く！コーディネートの軸 
 

３ コーディネーターの流儀 

 

コーディネートの

際のぶれない軸

（＝理念 ） を解

説！ 

テーマ別にコーデ

ィネーターの動き

方を解説！ 



 

 

 

 

 

１ コーディネーターの悩み ？？ 

 

“生きづらさ”を抱える当事者の活動コーディネートがムズカシイ。 

 

○高齢・障害などを持っている人への活動のコーディネートを躊躇する場面がある。 

○みんな違って当たり前。「今のままでいいんやで」と、本人が自分らしくいられるイキ

イキできる場所・活動をつくっていきたい。 

○当事者だけでなく、その親や兄弟への支援。みんなはどうしているのかなあ。 

 

 

“生きづらさ”を抱える人を地域に知ってもらうきっかけ。 

どうやってきっかけをつくればいいのかなあ。 
 

○本人・コーディネーター・活動先だけで完結させず、地域につなげるにはどうしたら

いい！？ 

○活動先である施設への働きかけ方を知りたい。 

○コーディネーターで抱え込まず、社協内で仲間を増やすために何ができるかな！？ 

 

 

一人ひとりが役割をもてるコーディネート。どうしたらいいの？ 

 

○高齢者であっても、障害者であっても、本人のできる活動・したい活動を実現するた

めに一緒に考えることがコーディネーターの役割。そのためには何ができるのだろ

う！？ 

○活動先を開発・開拓したり、地域も巻き込んだ魅力的な活動にしたりする工夫は！？ 

 

  

当事者のボランティア活動支援と 

ボランティアコーディネート 
当事者同士や地域での相互理解を深めるために 

コーディネーターはどう働きかけるか 

 

テーマ 

１ 



 

２ 悩みに効く！コーディネートの軸 

 

“その人”に寄り添った「コーディネート」 

 

○まずは、本人がボランティア活動に期待していること、求めていることを確認するこ

とから。どんな理由であれ、その気持ちや考えを理解することがスタート地点です。 

○本人の障害が分からないとコーディネートがしにくい面もあります。活動面で不安に

思っていることや配慮するべきことを確認し、信頼関係づくりを大切にしましょう。 

○一人ひとりの違いを認めることも大切。言いたくない本人の思いもある。そこは受け

止めましょう。周りにオープンにできる地域社会づくりも必要！ 

○ボランティアとして活動する中で、時には希望以外の活動もあることを、本人に伝え

て、理解を得るようにします。 

 
 

本人の強みを生かしつつ継続的にフォローする 

 

○どんな役割をもってもらうか、主体性を引き出すためにも、「この障害者にはこの活動」

という決め打ちでなく、「本人」理解、特に本人の強みや楽しみを一緒に生かすコーデ

ィネートを心がけましょう。 

○一方で、場合によってはコーディネーターが活動先で本人のことを代弁したり、本人

の体調不良などで休む場合も想定して支障がない活動を模索したり、継続的なフォロ

ーが必要です。 

 

  



 

３ コーディネーターの流儀４カ条 

 

 

 

 

○本人の想い・活動に寄り添い、一緒にできることを考える姿勢が原点です。 

○当事者だけでなく、その家族・兄弟などが抱える“生きづらさ”にも寄り添いましょう。 

○活動先にも配慮してもらえるよう、コーディネートは丁寧に。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１カ条 一人ひとりの違いを認め、本人の思いに寄り添うべし 

 

運転に不安のある高齢者のボランティア活動 
  

 A さん（77 歳）は、給食サービス事業の配食ボランティアグループの代表であり、地域の

ボランティア協会の副会長。 

 最近、自家用車に傷が目立ちはじめ、本人からも「どこどこにぶつけた」という事故の報

告がチラホラ。地域の方からも、「以前 Aさんが信号待ちで眠っており、青になっても出発し

なかった」など運転に不安を感じる報告がありました。 

また、給食の調理室は 2階にあり、Aさんがお弁当を持って階段を降りることにも不安を感

じます。これは本人も口に出されています。本人は、活動に多少の不安を感じながらも活動

は継続したいと強く思っています。そこで、Aさんがプライベートで転倒しことをきっかけに、

車の運転はしばらく休んでもらうとともに、グループの運営面で Aさんが役割を発揮できる

体制づくりを働きかけました。 

 

 

コーディネートの実際 Cace１ 

 コーディネーターとして、Aさんの話

を聞くだけでなく、グループの皆さんに

連絡し、Aさんの当番を別の人にしても

らうことや、Aさんの今後の活動体制づ

くりを調整しました。 

当事者に対し 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

託児ボランティアでの兄弟への支援 
 

A ちゃんは発達障害の小学生の女の子。Aちゃんは弟 Bくん、Cくんの三人兄弟です。かつて

Aちゃんは、外ではニコニコ大人しく、家に帰ってからは暴れて弟たちにあたっていました。 

親は、求めていたつもりはないですが、どうやら弟の Bくんに「僕が頑張らないと」と思わ

せていたようで、Bくんは家でも学校でもいつも良い子でした。ある日、昼間、布団の中で声を

殺して泣いている Bくんの姿を見つけました。「“やはり、負担をかけていたのだ”と思ったん

です」と親御さんが話してくれました。 

そこで、託児に際しては、障害をもつ子どもだけでなく、兄弟にも思う存分遊んでもらい、

わずかな時間でも、子どもらしく、自分らしくいられる時間にしたいと考えて関わりました。 

コーディネートの実際 Cace２ 

 子どもたちだけでなく、お母さん

たちが安心して勉強会や会議ができ

る時間になるよう留意しています。 

★顔を合わせるコーディネートを重ねる 

事例では、団体からの託児依頼の際、日時・場所・ボランティアの人数だけでなく、依頼者（お母

さん）と、このメンバーならボランティアが何人必要か相談をしながら調整しました。 

★家族にも寄り添う 

兄弟には「我慢ばかりしなくて 

いいよ」、親には話せる場づくり 

を通し、「一人じゃない、一緒に 

考えようよ」というメッセージ 

を出しました。 

★サポートカードの活用 

障害の有無は関係なく、子どもが 

自分らしくいれるためにどんなサ 

ポートが必要か、お母さんに「サ 

ポートカード」記入してもらい、 

ボランティアへ渡しています。 

支援のツボ 



 

 

 

 

○地域からの相談は、愚痴や苦情を含めて、実は地域が「こうあれば良いな」というその人

の希望や理想の裏返しなのかもしれません。 

○コーディネートの基本は、地域の課題は地域に返す。本人の望み（夢）をかなえるには、

地域と一緒に取り組まないと進みません。コーディネーターと相談者だけの関係に終わら

せず、相談を地域に返す・伝えていきましょう。 

○必要に応じ、本人の同意を得たうえで民生児童委員と同行訪問するなど、相談をきっかけ

に地域での見守り・支え合いにつながるように関わりましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２カ条 相談は「夢の種」。地域に根差すようまくべし 
地域に対し 

 

スポーツや畑づくりを活用した地域への理解啓発 
 

「畑づくり」や「大工作業」、「スポーツ」は、障害のある人もない人も関係なく、みんな

で集まり、助け合って進めやすい活動プログラムです。参加するみんなが役割を持つことや、

同じ地域住民として共に認め合うきっかけになります。地域を巻き込んで新しい活動をつく

る出すことができるのも、社協の強みではないでしょうか。 

また、こうした活動は、地域での福祉学習や交流の機会にもなります。活動の企画から実

施、事後振り返りも含めて、当事者・地域住民と共に丁寧に取り組むことが大切です。 

コーディネートの実際 Cace３ 

デイサービスや福祉施設での野菜づく

りや園芸だけでなく、ひとり暮らし高齢者

の農作業のお手伝い、防災のための家具の

転倒防止器具の設置のお手伝い、障害者ス

ポーツ支援など、地域にはいろんな活躍の

場があります。 



 

 

 

 

○施設からボランティアの依頼があった時は、「誰のため・何のためのボランティアか」と

いう観点で、単なる職員のフォローではなく、当事者を支援する仲間づくりとして関わ

りましょう。 

○ボランティアは、施設利用者を支える人。ならば、ボランティアを育てるのは、活動の場

（施設）であることを伝えましょう。施設職員からも気づいたことをボランティアに伝

えるなど、ボランティアとのコミュニケーションを密にすることで活動の場が学習の場

になります。 

○施設職員が、地域に向けてボランティアと入居者のイキイキした様子を伝えるなど、発信

できる場をコーディネートするのも大切な種まきです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３カ条 施設は地域の社会資源として種まきすべし 
施設に対し 

 

病院への傾聴ボランティアのコーディネート 
 

平成 22 年度より傾聴ボランティア養成講座を開講し、傾聴ボランティアの育成とグループ化

に取り組みました。23・24 年度は、地域包括支援センターと連携して、訪問先を見つけて活動

をいよいよ傾聴ボランティア活動が始まりました。 

こうした状況の中、病院から、「すぐに見守りや話し相手のボランティアを派遣してほしい」

という依頼の連絡が社協ボラセンに入りました。病院スタッフには、傾聴ボランティアとして

活動を始めたところなので、2人体制で自宅訪問をしていること、早急に病院で活動していた

だくのは難しいと返答し、理解を求めました。その上で、担当者間で連携しながら、受け入れ

体制を作っていくことになりました。 

コーディネートの実際 Cace４ 

 ボランティアが活動するために必

要な情報提供など、病院も受け入れ

体制を整える必要があることを伝え

ました。 



 

 

 

 

○コーディネーターがひとりで抱えてしまっては、きめ細かいコーディネートや地域の見

守り・支え合いへの広がりなどの対応が難しくなります。 

○コーディネーター自らが、ほかの職員に想いを伝えることで、職員間の気づきにつなが

ります。後押ししてくれる仲間、時には仕事のフォローをしてくれる仲間を作っていく

ことが大切です。 

○想いと情報の共有には、いろんな方法があります。短時間でも、できることから始めて

みましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

４カ条 気づき、ともに進めるために想いを発信すべし 
社協内部に対し 

 

記録の可視化＆職員会議のススメ 
 

まずは、パソコン上で相談・コーディネート記録をつけること。 

そして、必要に応じてそれらの記録をはじめ、さまざまな連絡事項とスケジュールを共有する

ことで、他の職員の動きが見えやすくなりました。 

また、定例で毎週金曜日に職員会議を開催しています。翌週１週間の動きを各担当から報告す

るほか、連絡事項・協議事項は、自由に職員から提案しています。 

コーディネートの実際 Cace５ 

「福祉サービス利用者さんへの対応方

法」「相談ケースの検討・共有・対応方法」

「福祉学習の職員派遣」「福祉会館利用者ア

ンケートの内容」など、いろんなテーマで

職員から提案があり、情報交換を進めてい

ます。 



 

４ まとめ 

 

○視点・論点１のグループでは、当事者のボランティア活動や社会参加のコーディネートに

あたっての関わり方を議論し、まとめました。 
 

○議論を通して確認されたこと。それは、コーディネーターの役割は、「当事者の想

い」にまず耳を傾け、そこを原点に、地域・施設・社協内部などへ結びつけ

ながら、当事者に寄り添った活動を一緒につくる・結びつけるということでし

た。 
 

○ボランティアの高齢化による問題、当事者のボランティア活動への参加、当事者の社会参

加など、コーディネーターは日々、いろんな相談に直面しますが、原点は当事者を含め、

関わる人たち一人ひとりの想いに寄り添う姿勢と関わりです。 
 

○この意味で、特に病気や障害をもつ当事者に対しては、「病気・障害をオープンにしない・

できないからコーディネートできない」ではなく、本人のしない・できない気持ちにも寄

りそうのがコーディネーターです。 
 

○もう一つ、議論を通して確認されたのは、社協のボランティアコーディネート業務

で対象となる当事者、施設、地域、社協内部などさまざまな部門と日頃から

のつながりを持ち続けることの大切さです。 
 

○さらに、ボランティアを希望する人の表出する言葉だけでなく、周囲の環境や

内在する課題はないかを観察しながら、日頃のつながりを活動につなげるこ

とが大切です。日頃からのつながりづくりこそ、よりよいコーディネートのための種ま

きです。 

 

  



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ コーディネーターの悩み ？？ 

 

当事者・ケアマネジャー・ボランティア。それぞれの思いが違う 

 

○当事者の話をよくよく聞くと、当事者の願いや思いが、ケアマネジャーから聞いた依頼

と異なる場合があるけど、どうしたらいいんだろう？ 

 

福祉専門職とボランティアの「協働」がムズカシイ 

 

○福祉専門職がボランティアを〝使う〝という感覚で、協働のパートナーという発想に立

てていない場面も。コーディネーターとしてどのように理解を求めればいいだろう？ 

 

社協ボラセンと福祉専門職の普段の関係が弱い！？ 

 

○居宅介護事業所や障害者相談事業所、地域包括支援センターと社協ボラセンのつながりが弱

く、社協ボラセンの役割が知られていない場合も。本当はインフォーマルなサポートがあっ

てこそ、本人らしい生活を一緒に支えられるはずなので、連携を深めたいけど、どうしたら

いいんだろう。 

 

 

 

  

本人らしい生活支援と 

ボランティアコーディネート 
 

本人らしい生活を本人・ボランティア・地域・専門職の力で支え合う 

テーマ 

２ 

本人に継続的な支えが必要な場合でも、「サ

ービスないからボランティア」と言われたり、

「明日から派遣して欲しい」と言われたり・・・。 

 ボランティアを理解したうえで、本人も福祉

専門職もボランティアも、“一緒に”支え合う

関係をどうつくったらいいの？ 



 

２ 悩みに効く！コーディネートの軸 

 

「本人らしい生活支援とは何か」を共有することから 

 

○本人の強みや周りとの関係を含めた希望を把握し、それらを関係者で共有することがコー

ディネートの軸です。このための基本は、コーディネーターも、福祉専門職と本人を交え

たやり取りをする機会をつくることです。 

 

本人、ボランティア、福祉専門職の想いを共有する場をつくる 

 

○本人とボランティアだけではなく、本人を支えたいと思っている住民や福祉専門職もコ

ーディネートの対象です。 

 

ボランティア、社協ボランティアセンターの役割をきちんと伝える 

 

○ボランティアも本人も、生活の『主体者』。ボランティアが当事者さんの何かに共感し、

動きたいという意思・自発性が生まれてこそ、ボランティア活動につながります。専門

職の想いでボランティアを『操作』するのではなく、ボランティアの自発性を大切に、

協働のパートナーとしてボランティアを捉えることを、専門職に丁寧に伝えましょう。 

○本人の自分らしい生活を、ボランティアと本人のより良い関係の中からつくるだけでな

く、地域の視点で本人の生活課題を捉え、地域支援へ結びつけていけるのも社協ボラセ

ンならではです。 

 

 

 

  

レストランのオーダー？ 

ボランティア依頼で思うこと 

 

 福祉専門職からのボランティア依頼で、「来月から週

２回ボランティアお願いします」と電話口で言われるこ

とがあります。ボランティア相談というよりは、レスト

ランのオーダーに近い感じ。 

それができない場合は、「社協は動きが遅い」「ボラン

ティアが少ないのはどうしてなのか」と言われてしまい

ます。 

まずは、当事者の思いに共感してはじめてボランティ

ア活動が成り立つということを、私たち福祉専門職が知

らないといけないと思います。 

 

ボランティアと福祉専門職 

連携・協働のコーディネートがムズカシイ・・ 

 

傾聴ボランティアグループが組織化され、福祉事業者

連絡会で活動紹介を行ったときのことです。 

出てきた質問は、「（ボランティアは）守秘義務をどれ

だけ学びましたか」「認知症についてちゃんと勉強して

いますか」。知識がなければ傾聴ボランティアとして話

にならない雰囲気でやり取りが進みました。 

「ボランティアは地域に住んでいる住民です。あなた

の担当している利用者の家族かもしれません。その方た

ちは、認知症についてどれだけ知っていますか」と話を

すると沈黙に。 

 必要な知識は専門職が講習するなど、お互いの特性を

知った協働が必要だと実感しました。 

 



 

３ コーディネーターの流儀６カ条 

 

 

 

○本人とボランティアを単に「つなぐ」だけでなく、つなぐことで共感による関係が生まれ、

相互役割がつくられることを支援しましょう。 

○本人からの発信が大切！発信しにくい本人が想いを出せる場づくりや当事者グループ化な

どを通じて、当事者からの発信を支援しましょう。 

○本人が心のよりどころにしている人・ことがらなど、本人らしさを知るための関係づくり

が、「その人らしい生活支援」の第一歩！本人のことを気にかけている、支えたいと思って

いる近隣住民や友人を知ることも、本人らしさを引き出すポイントです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１カ条 本人らしさをいろいろな角度から引き出すよう関わるべし 

 

散歩の付添い支援のコーディネートから 
  

ケアマネから市社協ボラセンに、「90代男性が大腿部を骨折し、日課であった散歩が 1人で

はできなくなり元気がない。散歩の付添いをお願いしたい」という相談が入りました。 

 民生児童委員に尋ねると、「近隣に住む息子夫婦の嫁が、介護うつになっている」という情

報をいただきました。また、これまで散歩で立ち寄っていた店主との世間話を楽しみにして

いたこと、元小学校教諭だったので子どもへの関わりも積極的だったことなども民生児童委

員から教えてもらいました。 

ケアマネも知らなかったこうした情報をもとに、骨折する前に毎日通っていたお店に行く

生活に近づくことを目標に、散歩の付添をボランティアで支援しています。 

コーディネートの実際 Cace１ 

単に散歩の付添として受けるではなく、本

人にとっての散歩の位置づけを知ることが、

ボランティアの動機づけにもなりました。 

その後、地域のサロンへもお誘いし、参加

につながりました。 



 

 

 

 

○課題でつながるだけでなく、良い変化・成功を共有することが、本人・住民・ボランティ

ア・専門職の共感を深め、支援の可能性を広げます。可能性を見つけ、〝褒め上手“にな

ることもコーディネーターには大切です！ 

○課題と良い変化の両面を共有する場が、本人らしい生活支援の評価になります。 

 

 

 

 

 

 

 

  

２カ条 困ったことだけでつながるのでなく、いいところも共有すべし 

 

隠れたまちの魅力を見つける 
 

 ボラセンで、「まちめぐりバスツアー」を企画しています。町内の地場産業や福祉施設、歴

史を学べるツアーで、対象は町内に転入して来られた地理に不安な方や外国籍の方です。町内

に住んでいても地域の事には目が向かないもので、皆さん珍しそうに見学をされます。 

人は福祉だけで生活しているのではなく、暮らしの中に福祉があります。本人の暮らしを知

るには、その町や地域を知っていることが大切で、町の魅力を語れるコーディネーターは強い

のではないでしょうか。 

 

ボランティアコーディネートから当事者グループへつなぐ 
  

「地域で知り合いをつくりたい」と希望する難聴者からの相談対応での出来事です。 

同じ地域のボランティアに話し相手としてかかわってもらいましたが、本人から“聞こえ

ないこと”の話が増えたとボランティアがボラセンへ相談に来られました。難聴者の当事者

グループを紹介し、初回はコーディネーターが同行してつなぎました。今では、夫や娘さん

も当事者グループの定例会に参加し、話し相手ボランティアも継続してかかわっています。 

入口は、「知り合いがほしい」という相談で、初めは支援イメージが持ちにくかったのが正

直なところでした。でも、ボランティアの気づきがあったから、当事者グループにつなぐこ

とができましたし、グループへつなぐのは専門職だからできる強みです。 

コーディネートの実際 Cace２ 

コーディネートの実際 Cace４ 

 

認知症Ｙさんの役割と居場所づくり支援 
 

 認知症の Yさん（84）は、福祉サービス利用援助事業を利用して日常の生活は維持されて

いますが、あまり人との関わりがありません。Yさんの趣味が将棋だと聞き、子ども将棋教室

に講師として招くも、子どものマナーが悪いと立腹し、馴染みませんでした。 

そこで傾聴ボランティアに将棋教室の生徒になっていただき、実際は Yさんの傾聴を行う

という活動を始めました。普段は髭も伸びっぱなしの Yさんですが、傾聴将棋の日はきちん

と身なりを整えて来られます。Yさんに、「いつも将棋の先生ありがとうございます」と声を

かけると「あんたもいっぺんやらなあかん、口だけじゃあかんで」と笑顔でお話されます。

この笑顔を見ると Y さんの人柄を感じ、認知症であることは忘れてしまいます。 

コーディネートの実際 Cace３ 



 

 

CHECK！ 

 

○「本人」、「本人のことを気にかけている住民」、「支援するボランティア」、「援助職とし

て関わる福祉専門職」が、普段から顔を合わせておくことが、本人らしさを大切にした

支援につながります。 

○このための一歩は、電話だけで済まさず、顔を合わせて相手を知ることです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

３カ条 普段からの顔の見える関係を大事にすべし 

 

ケアマネジャーとボランティアの協働支援 
  

 ケアマネと一緒に相談者宅を訪問した後、地区ボランティアセンターに相談すると、地域

では受け入れるのが難しい人だと分かり、ボランティアでの支援が難しいと判断しました。

ボランティアでの生活支援の限界を知ってもらうために、居宅介護支援事業所を訪問し、断

りを述べたところ、ケアマネからは、「地域での本人の様子は、やっぱり地域の人が知ってい

ると勉強になりました」と言われました。その後の話し合いで、定期的な支援が難しくても、

衣替えなど単発の支援をケアマネと地区ボランティアセンターで支援することになりまし

た。 

地域での様子を住民から伺った後、ケアマネに電話で伝えるのは誤解を招かれるかもしれ

ない、また、ボランティアの限界をきちんと伝えるべきだと思い、会って伝えました。その

時のケアマネの言葉が上記のものです。会って話すことで、ボランティアのできることをケ

アマネと一緒に考えることにつながったのではと思っています。 

 

 

コーディネートの実際 Cace５ 

 

社会福祉施設とボランティアの協働支援のために 
  

年１回を目標に、「施設ボランティア・コーディネータ交流会」を実施しています。 

普段ゆっくり話をする機会の少ない施設職員とボランティア活動を巡る悩みごとや、他の

施設のボランティア状況など、情報交換をしています。 

また、地域の高齢者のある相談をきっかけに、同じ地区内の地域包括支援センター職員と

は、何でも気軽に話せる関係になりました。介護保険制度でわからないことがあると教えて

もらったり、住民の困りごとがあるといつでも相談させてもらったりしています。 

 

 

 

コーディネートの実際 Cace６ 



 

 

 

 

○情報は極力「双方向」にすることを確認し合うと、情報と感情の行き違いが生まれにく

くなります。 

○「事例検討」「振り返り」「まとめ」が共感の源。全部の支援事例でなくとも、できると

ころからすすめましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

４カ条 当事者・ボランティア・専門職の理解・共感を深めるよう発信すべし 

 

時にはコーディネーターがボランティアと一緒に活動も 
  

ボランティアが活動場面で気になることがある場合、社協ボラセンへ報告してもらい、相

談機関先へも報告します。その上で、本人の状態や変化をコーディネーターから聞き取り、

ボランティアへ伝えます。特に、複雑なケースは、定期的にコーディネーターがボランティ

アと一緒に訪問し、活動をともにすることで、コーディネーター自身も理解・共感を深める

ように心掛けています。 

 

コーディネートの実際 Cace８ 

 

行政保健師との連携と情報共有 
  

 パーソナリティ障害のある Eさん（38）は、調子が悪くなると長女が学校に行くことを禁

じるなど、不安定になります。ボラセンでは、Eさんに事務作業のボランティアとして活動を

お願いしています。活動を進めるにつれ、Eさんの表情は明るくなり、冗談を言うまでになり

ました。 

こうした活動により、行政保健師にボラセンへ相談が可能だという認識が生まれ、双方の

連携が取りやすくなりました。Eさんが体調不良の際には、コーディネーターなど社協職員か

ら保健師に訪問を依頼するなど、情報を共有しています。また、機会があるごとに Eさんの

活動について報告と検証を行っています。行政から似たケースについての相談が増え、ボラ

センの活動の幅が広がりました。 

コーディネートの実際 Cace７ 

支援が入ることで、本人の生活がどのように

変化したかをボランティアに伝えることは活動

の原動力になるので大切です。その橋渡しの手

段のひとつとして、コーディネーター自身が活

動の場面に足を運ぶことも肝心！ 



 

 

 

 
 

○「本人」、「本人のことを気にかける住民」、「ボランティア」、「専門職」、そしてコーデ

ィネーターの想い・支援目標を、バラバラではなく合わせていくことが、本人らしい生

活支援のためには必要不可欠です。 

○これには、本人を中心に集まる「場」のコーディネートが有効です！ 

 

 

 

 

 

  

５カ条 みんなの想い・方向性を合わせる「場」をコーディネートすべし 

 

本人と関係者で集まる場づくりをコーディネート 
  

うつ病の母親から、「１年生の娘（発達障害の疑い）の登校に付き添うボランティアを紹介

してほしい」という電話相談がボラセンに入りました。電話だけでは様子がわからないので、

コーディネーターが母親と会って話を聞くことになりました。 

その結果、登校班のみんなと登校できなくなった理由が、一部の住民とのトラブルが原因

と判明。そこで、コーディネーターから学校の SSW（スクールソーシャルワーカー）に相談し、

母親・SSW・VCO で話す場を持ち、事実確認を行いました。その後、学校管理職や行政障害福

祉課、トラブルのあった住民を交えた検討の場をもつなど、母親を交えた支援検討会議と、

母親以外の関係者を交えた意見交換会を重ねることで、登校班での登校ができるようになり

ました。 

 

コーディネートの実際 Cace９ 

 

支援会議で確認できたボランティア活動の意義 
  

 母親、長男、長女の３人暮らし。行政から、長女の保育所の送りをボランティアにお願い

したいと相談が入りました。支援を開始するものの、母親が起きられず、ボランティアが行

っても断られることが続き、何とかならないのかという声があがりました。 

 そこで、社協ボラセンが世帯に関わっている人・機関に呼びかけ、支援者会議を開きまし

た。行政、学校、保育所、ボランティア、民生委員、主任児童委員、ボラセンが出席し、情

報を共有しました。長男が、「ボランティアが来てくれるのが嬉しい」と学校で話しているこ

と、長女は保育所で日に日に笑顔が増えていることを知り、ボランティアが活動の意義を確

認することができました。また、参加者同士がお互いの役割を確認できる機会になりました。 

 

 

コーディネートの実際 Cace10 

このケースでは、ボランティアから、「母親へ

の指導をきちんとするべきではないか」「母親の

成長が感じられない」などの声が出始めていま

した。会議を開くことで、母親への指導の難し

さや子どもが日中に外の世界へ出ることの必要

性を理解でき、良かったです。 



 

 

 

○“これだったら私にもできる”“うちの地域でこんな支え合いがあるんや”と思っても

らえるよう、持ち合わせている支援ケースをまとめなおし、民生児童委員の定例会や住

民学習会などを通して伝えましょう。伝える技術もコーディネーターのスキルです。 

 

 

 

  

６カ条 支え合うことを地域の成功体験（＝ストーリー）にすべし 

 

社協組織内での連携 
  

地域で支え合いシステムを立ち上げたいと考えているコミュニティへの支援を、コーディ

ネーターと地区支援担当者が一緒に関わっています。 

まずは、地区担当者と情報を共有し、どのようにシステムづくりを支援するのかを検討し

ました。つぎに、立ちあがったこの地域の支え合いシステムを、できるだけ多くの市民に知

ってもらおうと、市社協ボラセン、社協の情報紙などに掲載して発信しています。 

 

コーディネートの実際 Cace11 

 

地域で起こった出来事から考える 
  

事例検討やケースに関する相談をしていると、支援者間でもそのあり方に違いを感じます

し、地域に出ればもっとその違いを実感します。ひとつの事をみんなで作り出す作業を通し

て支援者間の連携が強まります。 

たとえば、孤立死が起こった場合、その地区を担当した民生児童委員の「なぜもっと早く

発見できなかったのか、自分がもっと何かできたのではないか」という気持ち、また亡くな

った人や遺族の気持ちを考え、そうした事を繰り返さないためにも、課題を地域に返し、残

された者ができることを考えられるような機会をつくることも、他の社協職員と連携して取

り組んでいけることです。 

コーディネートの実際 Cace12 



 

ボランティアコーディネーターのための 

17 のチェックリスト 

 

 テーマ２の流儀 6カ条をもとに、各自のコーディネートを確認していただくために、チェ

ックリストを作成しました。ぜひ、日頃の業務に役立ててください。 

 

□ １ 本人とボランティアをつなぐだけのコーディネートになっていませんか 

□ ２ 初回相談時、本人の自宅に行って本人の生活やご近所との関係をみていますか 

□ ３ 本人以外からの相談の場合、相談者と一緒に本人宅を訪問していますか 

□ ４ 本人の想いをボランティアに伝える場をコーディネートしていますか 

⇒チェック１～４の解説は 1カ条をご覧ください（Ｐ15） 

 

□ ５ 本人の楽しみや強みや可能性、「元気の素」を知っていますか 

□ ６ 地域の状況・特徴を知っていますか 

□ ７ 福祉専門機関の強みを知っていますか 

⇒チェック５～７の解説は２カ条をご覧ください（Ｐ16） 

 

□ ８ やり取りのある福祉専門職と、道で会った時に挨拶が交わせる関係ですか 

□ ９ 自組織以外に、困ったときに相談できるワーカーはいますか（他市町社協含めて） 

⇒チェック８～９の解説は３カ条をご覧ください（Ｐ17） 

 

□ 10 当事者・ボランティア・専門職間で双方向の情報のやり取りができていますか 

□ 11 「本人の想いに沿った支援」ができているか、ケースの振り返りをしていますか 

□ 12 振り返ったケースを共有するために文章化（事例化）していますか 

□ 13 事例検討をしていますか 

⇒チェック 10～13 の解説は４カ条をご覧ください（Ｐ18） 

 

□ 14 特に、コーディネートが難しいケースなど、同僚や上司などと対応を相談してい

ますか 

□ 15 本人・ボランティア・専門職などと、必要に応じて事例検討や支援会議を呼びか

けて行っていますか（そうした場に呼ばれて参加していますか） 

⇒チェック 14～15 の解説は５カ条をご覧ください（Ｐ19） 

 

□ 16 社協の地域支援担当者（コミュニティワーカー）と事例を共有していますか 

□ 17 プライバシーに配慮しつつ、実際におこなった支援に基づき、生活課題を民生児 

童委員や地域住民と共有していますか 

⇒チェック 16～17 の解説は６カ条をご覧ください（Ｐ20） 

 

  



 

４ まとめ 
 

○社協ボランティアセンターには、さまざまな個別支援に関する相談が入り、本人と本人

のことを気にかける住民やボランティア、時には福祉専門職をつなぐ地域生活支援のコ

ーディネートをすすめています。コミュニティソーシャルワーク機能の一端を担ってい

るともいえます。 
 

○こうした個々の課題を解決するための資源開発や仕組みづくりは、社協ボランティアセ

ンターだけ担えるものではなく、社協が組織内・外とのネットワークを生かしてすすめ

なければならないということが、今後の課題としてみえてきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本人 

世話

焼き 

民生

委員 

ボランテ

ィア 

専門職 

VCO 

他の地域

住民 

他の地域

住民 

他の地域

住民 

他の地域

住民 

他の地域

住民 

★本人と周囲が“お互いさま”の関係をつくれるようつなぐこと（１・２カ条） 

★本人を含めた関係者同士が顔を合わせ、共感でつながること（３・４・５カ条） 

★つながりを本人と関係者だけのものにせず、地域に「返し」（知ってもらい）、地域内

で支え合いが広がるようにつなげること（６カ条） 

支援のツボ 



 

 

 

 

 

１ コーディネーターの悩み ？？ 

 

対象年齢が広く、プログラムが組みにくい 

 

○「若者」と一口に行っても、子どもから中高大学生、20 代から 30 代の勤労者まで幅広

く、プログラムが組みにくい。 

○ＰＲ・情報発信の方法でも苦戦する！ 

 

自主性の低い子どもへのアプローチがムズカシイ 

 

○「親から言われたから」「学校から言われたから」参加する子どもたちは、活動への自

主性が低く、場の雰囲気にも影響を与えてしまう。どうやって関わればいいのかなあ。 

 

継続的な活動に結びつくことが少ない 

 

○宿題や就職活動に生かすために、夏休み期間は参加者が増加する。でも、単発でなか

なか継続的な活動に結びつかない。 

 

 

 

 

  

若者活動支援とボランティアコーディネート 
 

 若者が自ら気づいて変わるボランティアコーディネートとは 

テーマ 

３ 



 

福祉のまちづくりのため！ 

若者を育てることが１０～２０年後の地域づくりにつながる 

２ 悩みに効く！コーディネートの軸 

 

 

なぜ若者に焦点を当ててボランティアコーディネートするのだろう！？ 

 

 

 

 

 

 

★若い時の体験が、地域への愛着へ 

★若者の PR 力・視点は地域の新しい風で影響力がある 

★個人の想いをつなげるのが社協の役割！ 

 

若者を知り、若者の目線で眺めてみよう 

 

○何に興味があるのか、どういうことなら動きたいと思うのか、どういうライフスタイ

ルなのかを知ることが第一歩。 

 

体験からのつながりもＯＫ。継続性にこだわりすぎない 

 

○「単発の参加が多いのは困る」「継続的な活動に結びつかない」と悩んでいるのは、コ

ーディネーター目線かも。まずは、若者がボランティア活動を体験し、体験のなかで後

の活動につながる気持ちが生まれればＯＫ。 

○単発の参加からどれだけの「気づき」と「動機づけ」になるかがコーディネーターの

腕の見せ所！ 

 

プロセスと出口づくりが大事。 

このために若者の「気づき」と「動機づけ」になる関わりを 
 

○活動のきっかけになる「入口」はできるだけたくさんあったほうがいい。「入口」を豊

富に用意しつつ、単発の活動であっても活動との結びつきから終了までのプロセスで気

づきが起こり、これからのアクションの動機づけになる関わり（＝出口づくり）をコー

ディネートの軸にしよう。 

 

“そもそも”を 
考えよう 

若者とは、ここでは「高校生か

ら３０代までの自分の意思で

考え、動くことができる世代」

としました。ただ、ここでの考

え方は、住民や高齢者などほか

の主体に置き換えて適用でき

ます。 



 

３ コーディネートの流儀 6 カ条 

 

 

 

○ボランティアの楽しさが伝わるような写真を載せたり、キーワードを大きく見せたりする

など、イメージで興味を引き、動機づけする工夫！ 

○若者が見る情報ツール、たとえばフェイスブックやツイッターなどでタイムリーに情報発

信・収集できるツールも駆使しましょう。 

○若者の生活空間・団体（学校、コンビニなど広い意味での居場所）と協働し、伝えたい情

報が確実に手元に行くよう工夫することも一つ。 

○結局は「人」。口コミが一番。そこも意識して発信をしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１カ条 若者に届くよう情報をデザインすべし 

 

サマーボランティアスクール（猪名川町社協） 
 

広報（チラシ）の書き方を、より学生に見てもらえ 

るように工夫をしています。 

「～必見！」「将来○○を目指している方におすすめ 

の活動です」など、参加しやすいキャッチコピーなど 

を記載することで、例年の倍以上の参加がありました。  

また、チラシに、具体的な活動内容を掲載し、申込書 

も簡単に記入できるようにしました。 

コーディネートの実際 Cace１ 



 

 

 

○ボランティアセンターに若者が集まる、寄れる空間はありますか。パソコンや情報誌の配

置など、自然と立ち寄りやすい居場所にするためにどうしたらよいか考えてみましょう。 

○場所や窓口整備だけでなく、コーディネーター自身が移動する窓口。いつでもどこでも、

困った時に相談してもらえるようになりましょう。 

 

 

 

 

○活動日だけが活動ではありません。活動に至るまで、活動中、活動後の一連のプロセスと、

そこでの関係づくりを大切にしましょう。 

○たとえば、打合せの会議に同席したり、コーディネーターも一緒に汗を流したり、一緒に

考えを出し合ってまとめたりすることも、プロセスに寄り添った支援です。 

○この際、若者と同じ目線に立って、若者と一緒に企画し、個人の「何かしたい」気持ちを

活動など何らかのアクションにつなげる関わりが大切です。できるだけ若者の力を引き

出し、苦手な部分を適度にサポートしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２カ条 若者が気軽に何でも話せる窓口になるべし 

３カ条 若者と一緒に参加し、楽しむ伴走型であるべし 

 

ウイングレッド（小野市社協） 
 

福祉を若い世代にも身近に感じてもらえるよう、キャラクター「ウィングレッド」を作成。

高校生とともに福祉学習で使用する車イスの使い方ＤＶＤを作成したり、子どもたちに福祉の

心を伝える出前講座をする際に若者も楽しみながら着ぐるみをきて参画してもらったりしてい

ます。 

コーディネートの実際 Cace２ 



 

 

 

○やってみなくてはわからない！やってみながら、これがボランティア活動のよさ、楽し

さだっていうことを感じられるようにすすめてみましょう。 

○そのためのポイントは、３つ。１つは、まずは自分にもできそうと思える活動を組むこ

と。「次もやりたい」、「続けたい」の気持ちにつながりやすくなります。 

○２つ目は、本人の得意技を引き出して役割を持つこと。 

○３つ目は、フィードバック！活動してみてどうだったのかをみんなで振り返り、評価し

て、相互にその評価を返すことが、動機づけの最大のポイントです。 

 

 

 

 

 

○同じグループの仲間とだから得られることを大事にしてあげましょう。コーディネータ

ーの関わりも必要ですが、仲間同士の時間が育ち合いの大切な肥料です。 

○育ち合いで身につけるチカラは、特に「合意形成力」と「説明力」、「相手を想う力」、「自

己肯定力」など。このためにも、お互いが認め合える場をつくる、振り返りの場をつく

る、飲み会などでお互いをよく知る機会をつくるなどの仕掛けも必要です。 

 

 

 

 

 

○プログラムの段取りから企画・実施・評価まで、一通りの流れを若者自らが取り組むこ

とで、やりがいを持ってもらい、仲間をつくるなど、一緒に作り上げていく過程を大切

にしましょう。 

○活動まで至らなくても、その過程ですでに楽しい、次の活動のヒントができるかも！ 

 

 

  

４カ条 若者の力を信じ、アクションへの動機づけを共有すべし 

５カ条 若者同士がともに育ち合えるようサポートすべし 

６カ条 手ごたえを引き出すように仕掛けをするべし 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

ボラメン・ボラガール（三田市社協） 
 

高校生・大学生に焦点を当て、親しまれやすい名称でボランティア養成講座を実施していま

す。「活動したいけれども、何からしたら良いのか分からない」若者層を対象に、学びを築く講

座の修了後、自ら動く「ボランティア祭り」の企画・運営などにも携わります。 

講座修了生が後日、地域住民、学校関係者が集う場でボランティア活動に参加しての想いや

変化を語り、若者がいきいきと活動する姿に感動が広がっています。 

 

 

コーディネートの実際 Cace３ 

 

青年層ボランティア クラブ３６５（三木市社協） 
 

高校生から 30歳までの「何かしたい！」という若者を対象に、企画・資金づくり・情報収集

など、地域に根差した学びや活動を展開中。 

若者たちの出入りのしやすさを意識し、活動単位は 1年区切り。活動テーマは、話し合って決

定します。それぞれ自分たちの役割を見つけ、できる活動を実践しています。 

コーディネーターは若者と同じ輪の中に入り、「気づき」から「変わる」までをサポートし、

何でも相談できる存在になっています。 

コーディネートの実際 Cace４ 

「クラブ 365」が石巻市で被災した小学生を神戸ルミナリエに招待。 

資金集めから企画、事前の調査・調整、受入れまで若者たちで実施。 

講座終了後は、若者たちが「おもちゃのひろば」でボランティア活動！ 

活動だけで終わらない！活動した後は市民を前に発表会 



 

 

 

 

 

 

 

 

１ コーディネーターの悩み ？？ 

 

合併を経て・・・ 

本部と支部ボラセンの役割が分かりにくくなっている！？ 
 

○住民目線で見ると、役割の支部・本部の違いが分かりにくいような気がする・・・。 

○合併によって、市町単位で事業をすすめることも多くなっているが、旧町の地域性を大

事にした活動を展開することが、住民にとって身近に感じられるのではないか！？ 

 

 

業務の出発点が「ニーズ」じゃなくて 

「社協事業」になっていないか！？ 
 

○本来はニーズあってのコーディネート。でも、いつの間にか社協事業の実施が目的化し

てしまっていないか！？ 

 

 

住民に開かれた身近なボラセンになりきれていないのでは！？ 
 

○住民にボラセンが知られておらず、特に郡部では、「社協＝介護保険事業者」「社協＝役

場の出先機関」というイメージが強いのではないか。どうしたら気軽に来られる場所に

なるだろう？ 

○ボランティアニーズにあがってこなくても、生活課題は地域にある。生活課題をニーズ

として捉え、地域福祉とボランティアを一体で考えるためには、どんなアプローチがで

きるだろう？  

○ボラセン運営委員会は住民に開かれたボラセンの試金石。ボラセンのあり方を活発に議

論する場になっているだろうか・・・？ 

地域の生活課題に接近する 

ボランティアコーディネート 
住民のための身近なボラセンとコーディネーターとは！？ 

生活課題を抱える住民のために、知れ、行け、ＶＣＯ！！ 

テーマ 

４ 



 

２ 悩みに効く！コーディネートの軸 

 

誰のため・何のためのコーディネート？ 

生活課題を具体的に捉える 
 

○「××ボランティア養成講座」「ボランティア連絡会運営」「ボランティア情報誌発行」・・・。

コーディネート業務以外でも、コーディネーターはさまざまな事業を担っています。しか

し、そもそもこれらの事業実施やコーディネートは、誰のため・何のためにあるのでしょ

うか。根っこにある切実なニーズこそ、ぶれないコーディネートの軸になります。 

○この意味で、従来からの社協事業やボラセン機能にこだわり過ぎず、まずは、相談者の本

音（ニーズ）がキャッチできる場に出向くこと、ふれあいサロンなどの小地域福祉活動と

の連携を図ることも大切です。 

 

生活上の困りごとや地域課題が住民から上がってくる関係づくり 

 

○住民に開かれた身近なボラセン＝住民からのニーズが集まるボラセンになるには、まずは

相談者に安心感を与える「顔見知りの関係づくり」がどれだけできているかにかかってい

ます。 

○特に、生活課題を抱える住民、日々活動する民生児童委員や福祉委員を含めた地域ボラン

ティアから相談があがってくる関係をつくることが、コーディネートの軸の２つ目。 

○「あれ！？」と思ったら少しおせっかいをすること、相談ごとや依頼は心と笑顔で大切に

受け止め、信頼してもらうように努めることからはじめましょう。 

 

地域でできることは地域で。 

身近な地域での支え合い「力」の発揮を支える 
 

○生活課題は個人によって、地域によってあらわれ方はさまざま。特に、郡部で課題にあが

るのが、小規模集落・山間地での買い物・通院など移動の問題、豪雪、津波・地震など災

害時のことです。 

○だからこそ、地域特性に応じた地域内の支え合い「力」を見極め、その力を引き出すこと

がコーディネートの軸になります。 

⇒事例はＰ.34 に紹介しています 

 

 

  



 

３ コーディネーターの流儀４カ条 

ネー 

 

 

 
 

○コーディネート業務、社協業務の中で、「あの時、もう少し早く知っていれば対応できた

のに」と悔やむこともあります。特に、ＳＯＳを出さない・出せない要援護者による支援

を求める声は、ギリギリにならないと届かない場合が多々あります。 

○ふだんから、顔を合わせておくこと。全住民とそうした関係づくりはできませんが、地域

でキーパーソンとなって活動している住民や、要援護者と接する機会の多い専門職や行政

職員とのつながりづくりはポイントです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１カ条 「もうちょっと早く知っていれば・・・」 

この無念な気持ちを二度と味わわないために 

地域へ出よう！足でかせごう！ 

 

 

あらゆる機会をつくって地域へ 
 

ある高齢者が豪雪時に自宅が雪に埋まり、救助が必要となったことがありました。命は助かっ

たものの、もっと早い段階で対応ができていればと、社協職員としてとても悔やまれました。 

この一件で、本人が「助けて」と言ってくれる関係性をふだんからつくると同時に、近隣住民

が気づきのアンテナを張り、つないでくれる土壌をつくらなければと痛感。これ以降、とにかく

地域へ出て、住民と顔を合わせようと、あらゆる機会をつくり地域へ出向いています。 

コーディネートの実際 Cace１ 

 たとえば・・・「地域への各種案内を郵送では

なくあえて手配りをし、顔を合わせ、話をして

くる」、「コーディネートの要請があれば、でき

る限りボランティアと一緒に足を運ぶ」など、

ちょっとしたことだけど、これが大事なんだね。 



 

 

 
○社協の中でも住民と接するきっかけがつくりやすいのは、コーディネーターの強み。この

強みを生かして地域に顔を出し、社協ができることなどをどんどん発信！ 

○まずは覚えてもらうところから。社協でできることや有益な情報を上手に周知（営業）で

きているか再確認しましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○地域に入り、住民と同じ目線で一緒に考え、言葉を交わすことで信頼関係を築くことがで

きます。 

○住民がＳＯＳを発しなくても、こちらが困りごとを見逃さない！同じ地域の一員としてそ

の地域の言葉を使って自然体でやりとりをしましょう。 

 

 

 

 

○社協だけでなんでもしてしまわない！地域には力を持った多彩な人材が豊富です。その

方々をまずは知ってつながりましょう。 

○また、生活課題を抱える住民が支える側になることも。それぞれが役割を発揮し、ともに

生活課題を解決する仲間づくりをコーディネートするところまで視野に入れましょう。 

２カ条 社協一番の営業マンとして自分を知ってもらおう 

 

３カ条 身近な暮らしの困りごとを見逃さず、地元の言葉で語りかけよう 

 

４カ条 地域のいろんな人材を知りつくそう 

 

 たとえば、地域懇談会やサロンなど、住民が

集まる場には足を運び、顔と名前を憶えてもら

います！何かあったら「社協の○○さん」「ボラ

センの○○さん」って思い出してもらえますよ

うに・・・。 



 

４ まとめ 

 
○『無念な気持ちを二度と味わわないために地域へ出よう！足でかせごう！』。生活課題を見

逃さないことを、コーディネートの流儀の最初にあげたのには理由があります。ここで紹

介したような事例を誰しもが体験していて、そこに議論したメンバーの共感が集まったこ

と。そして、これが一番シンプルで大切な社協ボラセンやコーディネーターの立ち位置で

あるという考えから、１カ条目としました。 
 

○実は、このチームは、当初は合併後の組織問題や、郡部におけるボランティア活動の議論

からスタートしました。しかし、チームメンバーの地域性や所属する組織のありようが多

様なため、論点を焦点化するまで、ずいぶんと頭を悩ませました。ようやく見出したのは、

地域性や組織が異なっていても、私たち社協ボラセンのコーディネーターが寄って立つ軸

＝課題を見逃さないことを出発点にしよう、このためのコーディネーターの動き方を検討

することになりました。 
 

○住民に開かれた社協ボラセンの第一歩は、コーディネーターが社協一番の営業マンとして

地域に出向き、生活課題にどんどん接近することだという結論に至りました。 

  



 

 

 

  

すごいぞ！地域での支え合い「力」 
  

■地区ボラセンで住民が住民の困りごとに対応 

 県内のある社協では、地区ボラセンを設置し、住民が運営しています。日常のちょ

っとした困りごと、たとえば「ゴミ出し」「電球交換」などの相談に応じ、近隣で助け

合う仕組みをサポートしています。 

 

■「地元でできることは地元で」。除雪ボランティア受け入れ訓練 

 豪雪時、高齢者だけで雪かきが困難なため、外部からのボランティアを募ることも

あります。ただ、除雪は慣れていないと危険。また、見知らぬ人が応援に来てくれて

も安心してお願いできない。そこで、ある集落ではＶＣＯと自治会長が相談し、近隣

住民で地域の案内を含めた除雪ボランティアの受け入れ訓練を実施しました。「地元で

できることは地元で」を合言葉に受援力を高めています。 

 

■地域課題の話し合いはより顔の見えるエリアで 

 防災を切り口にした学びの場を、行政と社協、自主防災組織などが連携し、旧町単

位で実施。参加住民から「旧町内では地域性、課題がちがう。もっと顔の見えるご近

所で話をした方がよいのでは」という声があがり、自治会単位での話し合いに展開中。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 １ コーディネーターの悩み ？？ 

 

ボランティアの担い手がいない！ 

 

○地域全体が高齢化し、講座の参加者を募集しても若い人が集まらない！ 

○ボランティア活動をしている人も高齢化が進み、活動の維持が難しい。活動の休止や解

散が相次いでいる。どうしたらいいのかなあ。 

○活動する人が固定化し、同じ人がいくつものグループや役割を掛け持ちしている状態。 

 
 

グループの組織化につながらない 

 

○ボランティア講座を終了しても、組織が立ち上がらない。 

○リーダーや世話人を担ってくれる人が現れない（同じ人が何役も兼ねている）。 

○グループでの活動ではなく、個人での活動を求める人が多い。 

 
 

地域の課題にもとづいた活動になっていない！ 

 

○楽しい活動で終わってしまっている。 

○地域の課題を考えたり、調べたりすることにつなげられていない。 

 
 

 

 

 

 

 

 

いままで通りのボランティア養成・支援を行う

だけでは無理が出てきているのよね・・・。 

過疎化が進む地域での 

ボランティアセンターのあり方 
 

ご近所・集落のニーズに密着したボランティア活動づくりへ 

テーマ 

５ 



 

 

 

 

 

       人の問題         組織化の問題     活動内容・仕組みの問題 

   

 

２ 悩みに効く！コーディネートの軸 

 

過疎化が進む地域での住民ニーズを捉える 

 

○ボランティア育成や組織化の前に、まずは住民がどんなニーズを抱えているのかを把

握することは基本です。ニーズ把握の方法は、「テーマ４」も参照してください。 

 

【過疎地域の状況・ニーズの“素”】 

■ちょっとした生活の困りごと 

  「ひとり暮らし・高齢者夫婦世帯が増えて、買い物やごみ出し、除雪などこれまで家族

に支えられてきた、家庭でのちょっとした困りごとを抱える人が多くなっている」 

「テーマを絞らずに支援できるボランティアが求められる」 

■地域資源の減少による生活のしにくさ 

  「路線バスなどの公共交通や店舗、病院、学校など生活に必要な施設や機関が少なくな

り、生活のしにくさから住み慣れた暮らし続けることが難しくなっている」 

「特に、買い物・通院などの移動に関する課題が大きい！」 

ボランティアの 

高齢化 

ボランティアの 

減少 

組織化に 

つながらない 

リーダー・世話人 

の不在 

楽しい活動で 

終わっている 

新しいボランティア活動・ボランティアグループができない 

個人的な活動を 

求める人が多い 

地域のニーズと 

ボランティア活動が 

つながっていない 

同じ人がグループ 

活動をかけもち 



 

■孤立、人とのつながりの希薄さによる問題 

  「過疎化の進んだ地域でも、都市部と同じようにひとり暮らしが増えて、近所づきあい

も昔ほど深くなくなってきている」 

「孤立死もある」 

「人と人とがふれ合ういきいきとした生活の機会も失われている」 

「『ゴミ屋敷』問題や『支援拒否』など、本人との関わりが難しいケースも、その根本は

人間関係の課題につながっているのでは」 

 

従来の方法に固執せず、新しい発想・方法を試してみる 

 

○いままでの方法や事業をそのまま踏襲していては、過疎化が進み、生活が変化してき

た地域ニーズに対応できません。従来の方法を今一度見直す勇気も必要です。 

○たとえば、ボランティア養成については、つぎのような見直しの工夫ができるのでは

という意見が出されました。 

 

【ボランティア養成 見直しの工夫】 

１ 情報発信の工夫 

□どのような人に参加してほしいか、ターゲットを絞っているか 

□ターゲットを絞った人に届くような工夫ができているか 

＊研修概要を広報紙に載せただけでは、参加者が集まらない 

□主催者の「伝えたい」「実現したい」が、参加者の思いとずれていないか 

２ 仲間づくり・組織化の工夫 

□受講生どうしで知り合い、つながりが作れるようプログラムを工夫しているか 

□グループができてから、実際に活動が動き出すまでどんな後押しをしているか 

３ 活動のテーマの工夫 

□地域や当事者のニーズに基づいた研修テーマを打ち出せているか 

□具体的にどのような活動に結び付けるかイメージができているか 

□参加者に共感を得るような工夫ができているか 
 

ご近所・集落でボランティア活動をすすめる 

 

○過疎化が進む地域では、「きめ細かな見守りと生活支援を一体的にすすめること」「活動

テーマ横断で、幅広い生活支援に対応できる仕組み」が必要です。 

○また、人材が限られているので、タテ割りではなく必要な支援を横つなぎにする仕組み

として、ご近所・集落でのボランティア活動推進が活動軸として重要になります。 

○つまり、小地域福祉活動の推進とボランティア養成をセットで考えることがポイントで

す。 



 

  

 

退職後や若手の男性にターゲットを絞って「男前講座」（新温泉町社協） 

～新たな活動者層の開拓と、仲間づくりから組織化へ～ 

 

 新温泉町社協では、退職後や若手の男性をターゲットに 

絞って、「男前講座」を開催しました。３回の連続講座を 

重ねる中で、お互いのつながりが生まれ、講座のあと、 

「男前グループ」が生まれました。 

今では、月に１回集まって自分たちの勉強やお楽しみの 

会を開くほか、地域の活動で助けてほしい時には、社協か 

ら声をかけて参加・協力をいただいています。社協ボラセ 

ン主催の講座にもよく参加いただき、少しずつ地域福祉の 

意識も高まっていると感じています。自発的に新しい活動 

をするところまではもう少し時間が必要ですが、25 年度は 

食事サービスボランティアとして協力いただく予定です。 

「何か自分にできることはないかな…」その気持ち

を形にするきっかけにぜひご参加下さい。 ◆男性ボランティア講座募集 

お と こ ま え こ う ざ 

 

 
仕事一筋で頑張ってこられたお父さん。空いた時間を少しいただ

けませんか？魅力がアップすること間違いなし！！ 

・日 程 

回 数 １回目 ２回目 ３回目 

日 時 

 

 

場 所 

平成 23 年 

６月２０日（月） 

13：30～15：00 

新温泉町民センター 

平成 23 年 

６月２７日（月） 

13：30～15：00 

サンシーホール浜坂 

平成 23 年 

７月 １日（金） 

9：00～13：00 

新温泉町民センター 

内 容 

 

苔だまづくり 

～苔だまから学ぶ但馬の

自然～をテーマーに地域

の良さを再発見！人と人、

人と自然が仲良く暮らす

ヒントを学びます。 

人に好かれる話し方 

～話し上手、きき上手にな

るために～をテーマに自

分自身も安らぐコミュニ

ケーション術を学びます。 

ザ☆男料理 

～おいしくて、あったかく

て、笑顔になれる～をテー

マーに男の手料理を学び

ます。家族や友人、大切な

人にぜひお試しください。 

講 師 但馬高原植物園 

田丸 和美 氏 

心理すぺーす「ぽれぽれ」 

稲松 由佳 氏 

栄養士 

岸本 美津子 氏 

持ち物 材料費：１，５００円 

手ふき、汚れても大丈

夫な服装 

筆記用具など 

 

材料費：３００円 

エプロン、三角布 

手ふき 

・ 参加方法・しめ切り    

下記までお電話、またはファックスで６月１４日（火）までにお申込下さい。 

・ 申し込み・お問合せ  新温泉町社会福祉協議会  

温泉支部 ℡：92-1866 Fax：99-2587 （担当：長谷坂） 

浜坂支部 ℡：82-1071 Fax：82-5079 （担当：小 南） 

・・・・・・・・・・・・・・・・切り取り・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 氏 名             （年齢      ） 

 

・ 住 所                        

 

・ 電話番号                       

コーディネートの実際 Cace１ 

 

「ご近所ボランティア」の取組み（香美町社協） 

～住民による身近な地域でのニーズ把握と活動者のコーディネート～ 

 

 香美町社協では、住民同士の助け合い活動として、「ご近所ボランティア」の仕組みをつく

っています。集落の福祉委員会が核に、ボランティア募集や支援を必要とする方へ周知してい

ます。ボランティアには活動件数に応じて「宝くじ」と交換。お願いする側は、お礼もなく助

けてもらうのに遠慮があるので、遠慮を少しでも軽減するのに宝くじが役立っています。 

『困ったときは、お互いさま』を合い言葉に、集落内で生活に困っている方とご近所ボラン

ティアとの関係が深まり、困りごとを言い出しやすくなり、福祉委員も地域のニーズや協力者

が把握しやすくなりました。今後は、各集落にあった取組みを考えたり、福祉・防災マップを

活用し、「防災・減災（安否確認等人的な被害）」につながる活動の工夫も考えていく予定です。 

 

コーディネートの実際 Cace２ 



 

３ コーディネーターの流儀７カ条 

 

 

 

○郡部や合併社協の支部では、コーディネーターも地域支援の業務を兼務することが多くあ

ります。その利点を生かし、小地域福祉活動の推進とボランティアの推進を一体的にとら

えましょう。 

○当事者一人ひとりのニーズを支援につなげるためには、まずはニーズの発見から。地域住

民同士が困りごとを発見できるよう、住民に向けた「学びの場」を積極的につくりましょ

う 

○地域住民は、民生児童委員や福祉委員、自治会の役員だけではなく、子どもからお年寄り

までさまざま。対象を広くとらえて働きかけましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ポイントは「具体性」。地域で気になる人、地域での困りごとが具体的にイメージできる

ように働きかけましょう。地域で実際にあった出来事やデータの提示をすると、学んだこ

とを自分ごととして考えられ、「気づき」や「共感」につなげやすくなります。 

○また、生きづらさを実感している当事者の声を住民に伝えたり、直接聞いたりすることも、

「気づき」や「共感」を生む働きかけの一つです。 

 

 

声がかからなくても、意図的に用事をつ

くって定期的に地域を訪れるようにし

ています。「何者だ？」という壁がなく

なればこちらのもの！ 

地域の人に顔を覚えてもらえば、

外でばったり会った時にも気軽

に情報をつかんだり伝えたりで

きます。 

１カ条 地域の中での「学びの場」をつくるべし 

２カ条 学びの場を「気づき」につなげるべし 

 



 

 

 

 

○一人ひとりの「気づき」や「共感」を共有することで、みんなで力を合わせて課題解決に

取り組めるような土台づくりをすすめましょう。 

○話し合う内容が抽象的な議論や空中戦だけで終わらないように、具体的に気になる人のこ

とや具体的な地域の課題を出し合えるような工夫をしましょう。 

○これからの活動につながりそうな兆しを見逃さずに、サポーティブな姿勢で活動を後押し

していきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※マップづくりの具体的なすすめ方は、『見守り活動サポートブック』（H25.3 兵庫県社協発行）をご参照ください。 

 

 

 

 

○住民の歩調に合わせて計画・企画が進むよう後押しをしていきましょう。 

たとえば・・・ 

後押し１：住民の問題意識やモチベーションが高まるまでの継続的な関わり。足を運んだ

り、様子を電話で聞いたり。あとは、とにかく住民同士が「協議する場」をサ

ポート。 

後押し２：住民の問題意識やモチベーションが高まってきたタイミングで、次の一歩に役

立つ情報を提供。 

後押し３：情報提供の内容は、「活動イメージに近い他の先行事例」や、一歩踏み出すこ

とを迷っているようであれば「カベになっていることを乗り越えるために必要

な情報」。 

○小地域福祉推進組織や地域ボランティアへの助成も、地域課題に応じた取組みが企画・実

施できるよう、助成の仕組みや要件、様式などを見直していきましょう。 

○問題意識やモチベーションアップにかかる時間やタイミングは地域によって異なります。

あせらず、あきらめず、継続的に後押しをしましょう。 

 

「地域支え合いマップ」や「福祉防災マッ

プ」(※)づくりは、たくさんの気づきや発

見を共有するうえで活用できる手段！ 

ぜひチャレンジしてみよう。 

３カ条 みんなが気づきに声を出して「協議する場」をつくるべし 

４カ条 「住民主体」で計画・企画・実行できるよう「後押し」すべし 



 

 

 

 

○活動がスタートし、住民が自立して主体的に活動できるように働きかけながらも、困った

時には身近な相談役として、気軽に声がかけられる関係をつくりましょう。 

 

 

 

 

 

○住民の取組みを広報などでわかりやすく紹介し、新たな活動者の開拓や他の地域への普及

をすすめていきましょう。 

○幅広い住民に活動への理解を得ることで、活動の応援者を増やしていきましょう。活動に

必要な資金や資材、場所、労働力など、それぞれの立場で応援できることを地域に発信し、

コーディネートします。 

 

 

 

 

○住民だけでは解決できない深刻な課題や、専門的な対応が必要になる場合があります。活

動を住民任せにせずに、専門職にも課題が挙げられるような仕組みや会議の場などをつく

りましょう。 

○そのために、社協としても日頃から介護保険部門などを含めた社協内部での連携や、他の

福祉専門職・福祉事業者との関係づくりに努めましょう。 

 

最終的に・・・ステップを踏んで、こんな地域が増えていくために 

私たちがめざす地域 ３つのステップ 

 

 

 

 

ＪＵＭＰ 生活を支援し、問題を 

解決する仕組みをつくる 

 

ＳＴＥＰ ＳＯＳが出され、受け止める仕組みをつくる 

 

ＨＯＰ みんながつながりあう地域をつくる 

５カ条 活動がさらに深まるように関わり続けるべし 

６カ条 応援者を増やすために活動を広げるべし 

７カ条 専門職と住民の支援ネットワークをつくるべし 



 

ボランティアコーディネーターのための 

18 のチェックリスト 

テーマ５の流儀 7カ条をもとに、各自のコーディネートを確認していただくために、チ

ェックリストを作成しました。ぜひ、日頃の業務に役立ててください。 

 

□ １ 地域福祉担当者（小地域福祉活動推進の事業）と連携していますか 

□ ２ 地域に出向いていく機会を積極的につくっていますか 

□ ３ 初回の学習以降、継続して住民に働きかけていますか 

⇒チェック１～３の解説は 1カ条をご覧ください（Ｐ39） 

□ ４ 地域の課題が他人事ではなく、自分のこととしての「気づき」や「共感」につな

げていますか 

□ ５ 地域で具体的に気になる人や困りごとをイメージできるよう働きかけていますか 

□ ６ 当事者と住民とをつなげ、具体的な困りごとに共感する機会をつくっていますか 

⇒チェック１～6の解説は２カ条をご覧ください（Ｐ39） 

□ ７ 「学び」・「気づき」をみんなで共有する場をつくっていますか 

□ ８ 具体的に気になる人や地域の課題をみんなで出し合い、深める場をつくっていま

すか 

□ ９ 話し合ったことから、これからの前向きな活動につながるようにうまく提案でき

ていますか 

⇒チェック 7～9の解説は３カ条をご覧ください（Ｐ40） 

□ 10 「住民主体」を基本に、住民のモチベーションが高まる働きかけができています

か。 

□ 11 社協事務局からのお仕着せになっている部分はありませんか。 

□ 12 必要な時にタイミングよく情報を提供できるよう、先行事例などの情報収集をし

ていますか 

⇒チェック 10～12 の解説は４カ条をご覧ください（Ｐ40） 

 

□ 13 活動が始まったからといってホッとぜす、さらに活動が深まっていくよう日頃か

らのやりとりを継続していますか 

⇒チェック 13 解説は５カ条をご覧ください（Ｐ41） 

□ 14 新たな活動者を発掘して、活動を広げていますか。 

□ 15 他の地域にも活動を紹介して、活動を広げていますか 

□ 16 市町内全体に活動を紹介して、活動の理解者や応援者を広げていますか 

⇒チェック 14～16 の解説は６カ条をご覧ください（Ｐ41） 

□ 17 住民だけでは解決できない問題をサポートできるよう、専門職とつながる場があ

りますか 

□ 18 社協（ボラセン）として福祉専門職や社会福祉事業者とのつながりをつくってい

ますか 

⇒チェック 17～18 の解説は７カ条をご覧ください（Ｐ41） 

  



 

４ まとめ 
 

○過疎が進む地域のニーズと担い手の現状や、社協組織そのものの使命から判断して、地域

住民の身近な地域での助け合いをすすめていくのが差し迫った課題であるという認識が

共有されました。 
 

○「この議論はボラセンではなく、小地域福祉活動の分野なのでは」という意見もありまし

たが、担当業務で分けることなく、小地域で活動できるボランティア活動（助け合い）の

仕組みを、今、集中してつくっていかなければなりません。 
 

○このためのコーディネーターの関わりを、活動者の「気づき」や「主体性」を重視した７

カ条として整理することができました。 
 

○この場では、十分に議論できませんでしたが、小地域（自治会・集落・区など）単位の活

動だけでは限界が出ている地域もあり、近隣地域の連携や市町域での助け合いの仕組みも

必要になってきます。 
 

○また、合併をしていない小さな町部では、住民のニーズ発見・支援へのつなぎの力は高め

つつも、町域で活動のコーディネートをする仕組みの方が適当な場合もあるという意見も

ありました。 
 

○特に、住民による移送サービスや、買い物支援のための共同店舗など、ある程度予算や担

い手も必要な取組みは、校区や旧市町、全市町域単位で取組むことが多くあります。 
 

○形骸化しつつあるボランティアセンターを何とかしたいという思いから生まれた研究テ

ーマでしたが、従来の事業枠組みに縛られることなく、今、住民に必要とされる社協ボラ

センの取組みが見えてきました。 

  



 

コーディネーターの流儀まとめ 

 

テーマ１ 当事者のボランティア活動支援とボランティアコーディネート 

１カ条 一人ひとりの違いを認め、本人の思いに寄り添うべし 

２カ条 相談は「夢の種」。地域に根差すようまくべし 

３カ条 施設は地域の社会資源として種まきすべし 

４カ条 気づき、ともに進めるために想いを発信すべし 

テーマ２ 本人らしい生活支援とボランティアコーディネート 

１カ条 本人らしさをいろいろな角度から引き出すよう関わるべし 

２カ条 困ったことだけでつながるのでなく、いいところも共有すべし 

３カ条 普段からの顔の見える関係を大事にすべし 

４カ条 当事者・ボランティア・専門職の理解・共感を深めるよう発信すべし 

５カ条 みんなの想い・方向性を合わせる「場」をコーディネートすべし 

６カ条 支え合うことを地域の成功体験（＝ストーリー）にすべし 

テーマ３ 若者活動支援とボランティアコーディネート 

１カ条 若者に届くよう情報をデザインすべし 

２カ条 若者が気軽に何でも話せる窓口になるべし 

３カ条 若者と一緒に参加し、楽しむ伴走型であるべし 

４カ条 若者の力を信じ、アクションへの動機づけを共有すべし 



 

５カ条 若者同士がともに育ち合えるようサポートすべし 

６カ条 手ごたえを引き出すように仕掛けをするべし 

テーマ４ 地域の生活課題に接近するボランティアコーディネート 

１カ条 
「もうちょっと早く知っていれば・・・」この無念な気持ちを二度と味わわない

ために地域へ出よう！足でかせごう！ 

２カ条 社協一番の営業マンとして自分を知ってもらおう 

３カ条 身近な暮らしの困りごとを見逃さず、地元の言葉で語りかけよう 

４カ条 地域のいろんな人材を知りつくそう 

テーマ５ 過疎化が進む地域でのボランティアセンターのあり方 

１カ条 地域の中での「学びの場」をつくるべし 

２カ条 学びの場を「気づき」につなげるべし 

３カ条 みんなが気づきに声を出して「協議する場」をつくるべし 

４カ条 「住民主体」で計画・企画・実行できるよう「後押し」すべし 

５カ条 活動がさらに深まるように関わり続けるべし 

６カ条 応援者を増やすために活動を広げるべし 

７カ条 専門職と住民の支援ネットワークをつくるべし 

 

  



 

平成24年度 市区町社協ボランティア・市民活動センター 

連絡会議の経過 

 
 
 

第 1回 平成 24 年 6月 15 日 参加者 38名 

テーマ：「みんなで考えよう！～事例から考えるボラセンの課題の解決策～」 

１） 実践報告 

①畑 清美さん（三田市社協）より、「当事者自身が

活躍できるボランティア活動のコーディネート」

をテーマに実践が報告されました。 

②村下 有美さん（稲見町社協）より、「コーディネ

ーターとして小地域にどう関わり、つながって

いくか」をテーマに実践が報告されました。 
 

２） 参加者討議 

＊2 人の実践報告を受け、参加者の問題意識を全体の場で出し合い、その場で出された問

題式を 5つのグループに分けました。 

＊参加者は、関心あるテーマに分かれて協議をおこないました。 

グループ１：当事者支援とボラセンの関係性 

グループ２：地域担当者との連携 

グループ３：若者層向けのボランティア講座・組織化 

グループ４：介護保険サービス事業者等の福祉専門職とボランティアの連携 

グループ５：福祉学習のあり方 

 

 

 

 

第２回 平成 24 年 9月 27 日 参加者 34名 

 テーマ：「社協ボランティアセンターの重点テーマを確認しよう」 

＊第 1回目の会議を踏まえ、もう一度テーマを絞り、本報告書にあげる５テーマと、その

テーマに即した現状と課題の背景を話し合いました。 

＊テーマ別に世話人を選任し、メンバー間の連絡調整役を決定。 

＊第３回目の連絡会議では困りごとを解決に結びつけるための実践事例や活動推進の視

点をまとめることになりました。 

とにかく今の悩みや課題

意識を出し合う！ 

５つのテーマ確定！ 

悩みを課題化する話し合い 



 

第３回 平成 25 年 1月 25～26 日 参加者 30名 

 テーマ：「災害を切り口に社協ボラセンの役割を考える」 

１）実践報告 

①安田 真明さん（豊岡市社協）より、「災害を切り口につながりを創る社協コーディネータ

ーの役割」を報告 

②坂本 幸枝さん（三木市社協）より、「若者に向けた活動づくりの極意」を報告 

③凪 保憲さん（淡路市社協）より、「当事者を支え切る社協職員とは」を報告 

 

２）参加者討議 

＊報告を受けて、テーマ別に「あるべき姿・目指したい姿」を話し合い、今後の可能性を

拡げ、理想を実現するための考え方と方法を話し合いました。 

＊話し合った内容を、5ヵ条程度でまとめるワークショップを実施しました。四苦八苦し

つつも、想いや考えを言葉に整理！ 

 

 

 

 

 

 

第４回 平成 25 年 3月 13 日 参加者 24名 

   ＊コーディネーターの流儀の文言、掲載する事例、掲載したいメッセージをチームで話し

合い、いよいよカタチへ。 

   ＊助言者・ファシリテーターの石井布紀

子さんからは、住民のボランタリーア

クションを促すコーディネーターへの

期待を話していただきました。 

 

「目指したい姿」とコーディ

ネーターの動き方を 2 日間

みっちり話し合う！ 

完成にむけた最後

の議論！ 


